
   

令和６年度　四つ葉学園　小中一貫教育グランドデザイン 

教育の重点（柱）　　 

　　 

 

≪ 目指す児童生徒像 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

　　　　　　　　　　　  学力向上部 　　　　　　　　　　　　　　　　豊かな心の育成部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康・体力向上部 

　　　　　　　　　　　『自ら学ぶ子ども』　　　　　　　　　　　　『自分からあいさつし、かかわりをもとうとする子ども』　　『自らの生活習慣を見つめ、進んで健康つくりと体力

つくりをする子ども』

    　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　 

 

特別支援教育部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価・広報部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災教育部 

      　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『自己の命を守り地域の安全に貢献する子ども』  

 

  

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三小・小中交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

 基礎充実期 活用期 伸長期

 生活面　規則正しい生活を習慣化します。 

学習面　学習の基礎基本をしっかり身につけます。

生活面　自分に合った生活リズムを考え、実践します。 

学習面　基礎基本を活用し、主体的に考える力を身につけます。

生活面　自分の生き方、目標に向かってその実現に必要

な生活スタイルを考え実行します。 

学習面　課題を見つけ、解決する力を身につけます。

○ 各期の発達段階に応じた指導の工夫　 

・学びのガイドによる学ぶ構えの点検 

・家庭学習習慣化の推進（６月・11月） 

・学力分析と乗り入れ授業の推進（通年） 

・小中交流授業研修の実施（年4回） 

　・ＮＲＴ分析会（７月） 

○ 小中一貫教育カリキュラムの作成と活用 

　・校区化、自校化の作成と評価の工夫（７月） 

　・学力向上部会による定期的なカリキュラム実践状

況分析と評価活動（通年）

○ 豊かな心を育む交流活動と教育の推進 

　・三小、小中交流の推進（通年） 

・いじめ見逃しゼロスクール運動の推進（11月） 

○ 心の教育の推進 

　・地域、保護者とともに推進する「あいさつ運動」（４月・９月・1月）  

　・人間関係づくりの活動の充実(ＰＡ､ＳＧＥ､ＳＳＴ) 

○ 中１ギャップ解消の工夫 

・ 中一ギャップ解消プログラムの小中一貫の視点か

らの見直しと共通した取組の実践 

・指導個票の作成と情報交換（３月）

○ 望ましい生活習慣の育成 

・健康生活向上習慣の取組（６月・10月） 

・保護者と中学校区で取り組む生活習慣づくりの

推進（学園学校保健委員会の開催） 

・子育て支援課の眠育事業の活用（通年） 

○ 体力向上の取組 

・体力向上カードの小中共有化（４月） 

　・小６陸上体験教室（７月） 

・体力テストの結果分析（７月） 

○ 児童生徒の健康に関する情報交換（３月）

各校の教育目標 

第四中

学校 

井栗小 

学校

保内小 

学校

旭小 

学校

評価・広報部財務部

四つ葉学園小中一貫教育推進会議

豊かな心の育成部健康・体力向上部

四つ葉学園小中一貫教育を推進する中核となる組織です。 

運営部会は以下の会を含みます。 

・四つ葉学園校長会、教頭会、教務主任会、各部長会 

 

ホップ

ジャンプ

ステップ

○　広報活動 

　・四つ葉学園小中一貫だよりの発行（児童生徒・保護者・地域対

象に年３回発行） 

○　評価活動 

　・年度の取組を振り返る児童生徒、保護者、地域代表、教職員対

象のアンケート（12月・１月） 

防災教育部

学校保健委員会

○　三小交流（小１～小６）⇒人間関係づくり 

○　小中交流⇒ブリッジスクール（年２回） 

特別支援教育部

○　一貫指導 

　・四つ葉学園内で特別に支援を要する児童 

生徒を9年間継続した指導 

○　研修と啓発活動 

　・特別支援教育の研修と啓発活動を推進

○　小中合同地域防災教育（防災さんぽなど）

防災教育

ブリッジスクール

小中交流授業研修

学力向上部

９年間の学びの中で 

絆を深め、ともに伸びる子ども

１ 地域と連携した教育の充実　　　　２ 規則正しい生活習慣づくりの充実　　　　３ 人間関係づくり活動の充実

運営部会


